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合
戦
す
る
？

そ
れ
と
も
合
唱
す
る
？

　

オ
ス
が
鳴
い
て
メ
ス
が
選
ぶ
、
と

い
う
の
が
カ
エ
ル
の
繁
殖
ス
タ
イ
ル

で
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ス
の
喉
に
は

鳴め
い

の
う
と
呼
ば
れ
る
音
を
反
響
さ
せ

る
器
官
が
発
達
し
、
大
き
な
鳴
き
声

を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
、
私
た
ち
が
耳
に
す
る
の
は
オ

ス
の
鳴
き
声
な
の
で
す
。

　

カ
エ
ル
に
は
２
つ
の
繁
殖
タ
イ
プ

が
あ
り
、
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
鳴
き
声

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
目
の

タ
イ
プ
は
ま
だ
寒
さ
の
残
る
早
春
に

繁
殖
す
る
カ
エ
ル
に
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
カ
エ
ル
の
繁
殖
期
は

数
日
か
ら
２
～
３
週
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
カ
エ
ル
が
短
期
間
に

集
ま
る
の
で
、
繁
殖
個
体
の
密
度
は

高
く
な
り
ま
す
。
オ
ス
の
周
り
に
は

メ
ス
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
大
き

な
声
で
鳴
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
オ
ス
が
鳴
く
の
は
、
鳴
き

声
が
同
種
の
オ
ス
で
あ
る
こ
と
の
サ

イ
ン
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
タ
イ

プ
の
繁
殖
で
は
、
た
く
さ
ん
の
オ
ス

が
狭
い
範
囲
で
動
き
回
る
の
で
、
オ

ス
同
士
の
小
競
り
合
い
や
メ
ス
の
奪

い
合
い
が
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
カ
エ
ル
合
戦
で
す
。

　

ふ
た
つ
目
の
タ
イ
プ
は
、
田
植
え

の
こ
ろ
か
ら
繁
殖
を
始
め
る
カ
エ
ル

に
見
ら
れ
ま
す
。
繁
殖
期
は
１
カ
月

以
上
に
な
り
、
産
卵
の
準
備
が
整
っ

た
メ
ス
か
ら
順
に
や
っ
て
く
る
た

め
、
繁
殖
場
所
で
は
相
対
的
に
メ
ス

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ど
の
オ
ス
も

メ
ス
に
選
ば
れ
る
た
め
に
、
大
き
な

声
で
競
い
合
う
よ
う
に
鳴
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の

オ
ス
が
一
斉
に
鳴
き
合
う
の
で
カ
エ

ル
の
合
唱
に
な
る
の
で
す
。

　

３
月
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
繁
殖
期
を

迎
え
る
こ
ろ
で
す
。
日
本
に
は
ヒ
キ

ガ
エ
ル
と
呼
ば
れ
る
カ
エ
ル
が
複
数

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
の
平

野
に
は
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
、
西
日

本
の
平
野
に
は
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル

が
分
布
し
て
い
ま
す
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル

は
、
雨
水
の
た
ま
っ
た
田
ん
ぼ
や
浅

い
側
溝
、
神
社
や
お
寺
、
公
園
の
池

な
ど
で
繁
殖
し
ま
す
。
神
経
質
な
カ

エ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ

そ
ば
で
観
察
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

ど
こ
で
も
１
週
間
程
度
し
か
繁
殖
は

続
き
ま
せ
ん
か
ら
、
観
察
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

う
ま
く
繁
殖
の
ピ
ー
ク
に
ぶ
つ
か
れ

ば
、
日
中
で
も
カ
エ
ル
合
戦
を
繰
り

広
げ
る
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。　

田んぼには、命を次の世代につな
ぐためにカエルたちが集まってき
ます。川や渓流などに集うカエル
もいますが、ここでは田んぼに集
うカエルをご紹介します。

福
ふ く

山
や ま

欣
き ん

司
じ

慶応大学生物学教室教授

カエルなぜ鳴くの？

アズマヒキガエルのカエル合戦

AB

C

鳴のう

ヒキガエルは触っても平気？

　ヒキガエルには毒を含んだ白い液体が出す耳腺（じせん）と
呼ばれる分泌腺があります。このため、鳥や哺乳類はヒキガエ
ルを避けるのです。毒を含んだ液体は耳腺だけでなく背中全体
からも分泌されます。特に天敵に襲われやすい繁殖期には分泌
量も多くなります。カエル合戦を観察してもヒキガエルには触
らないようにしましょう。手で触るくらいなら問題ないのです
が、カエルを触った手で目をこすったりすると、炎症を起こす
危険があります。もし、目が痛くなったら、水道水で目洗いし
てから病院へ行ってください。

クイズ
毒を含む白い
液体が分泌さ
れる耳腺はど
こでしょう？
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自然を守って60年　（公財）日本自然保護協会（NACS-J）　会員募集中！
NACS-Jについてのお問い合わせは　TEL：03-3553-4101  Eメール：nature@nacsj.or.jp
このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております（商用利用不可）。カラーページは、ＮＡＣＳ-Ｊウェブサイ
トのhttp://www.nacsj.or.jp/katsudo/kansatsu/からPDFファイルがダウンロードできます。自然観察会などでご活用ください。

※鳴き声の聞こえる時期はだいたいの目安で、標高や斜面の向きなどの違いで、同じ関東でも
地域によって差があります。

※山間に分布するモリアオガエルは外しましたが、房総半島の田んぼではよく鳴いています。

1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ヤマアカガエル

ニホンアカガエル

アズマヒキガエル

シュレーゲルアオガエル

トウキョウダルマガエル

ニホンアマガエル

ツチガエル

ウシガエルヌマガエル

神社やお寺などの池、水田 人家周辺の草地や林

水田

カエルの鳴き声が聞こえる時期・場所 繁殖期以外の親ガエルの生息地

林、森

水田 水田周辺の草地や林

水田 水田周辺の草地や林

水田、池水田、池

水田水田周辺の林

水田、小川水田、小川

卵塊の特徴 日本での分布

1000～2000
個の卵からな
る球形状の卵
塊。手ですく
いにくい。

直径数cmの
卵塊で1000
個ほどの卵を
含む。産みたて
の卵塊は手で
すくいやすい。

長い紐状

白い泡状の卵
塊で普通は畦
の土の中

まとまりのな
い卵塊ですぐ
にばらばらに
なる

白い卵を数十
個の塊として
水中の植物な
どに付着させ
る

数個から十数
個の卵を含む
小さな卵塊

本州、四国、九
州

本州、四国、九
州

近畿以北、北海
道函館周辺
※近畿以西、四
国、九州はニホ
ンヒキガエルが
分布

本州、四国、九
州

関東から仙台に
かけてと信濃川
流域。トノサマ
ガエルの分布の
空白地を埋める
ように分布

北海道の一部
（人為分布）、本
州、四国、九州

北海道、本州、
四国、九州

小さくて近付かないと聞こえない

甲高く良く通る声

単調で抑揚のない声

大きくて高い声で、遠く
からでもよく聞こえる

連続音ではなく、ひと鳴き、
ひと鳴きに少し間がある

大きくはないが高い音

小さくてくぐもった声

クククッ、クククッ

キャラキャラキャラ

小さな鳴き声

大きな鳴き声

キュッウキュッウキュッウ

クククッ、クククッ

キャラキャラキャラ

キュッウキュッウキュッウ

キリキリキリ

ギュギュギューー

ギュー、ギュー、ギュー

キリキリキリ

ギュギュギューー

ギュー、ギュー、ギュー

小さな鳴き声

大きな鳴き声

ブオーーン、ブオーンブオーーン、ブオーンギュァ、ギュァ、ギュァギュァ、ギュァ、ギュァ

ケッケッケッケッケッケッ

鳴
き 声 聞 き

分 け の こ
つ カエルの鳴き声暦をつくりました。

関東平野部の田んぼを例にして、

卵塊は、直径数十センチの大
きなフイルム状で水面に浮い
ている。

関東では関西方面からの国内
移入種。自然分布域は、静岡県
以西の本州、四国、九州、沖縄。
４～７月、水田や池にて、に
ぎやかな声で鳴く。
卵塊は十数個の卵からなり小
さい。

北米原産の特定外来生物
（分布：北海道の一部、
本州、四国、九州、沖縄）
６～８月、水田やため池、
用水路にて、牛の声をさ
らに低くしたような声で
と鳴く。

国内移入種 外来種

 
両生類保全研究資料室のウェブサイトで、
カエルの鳴き声が聞けます。
http://user.keio.ac.jp/~frog/frogs/  

写真：ヤマアカガエルの卵塊、ニホンアカガエル成体：NACS-J
　　　ウシガエルの卵塊：西原昇吾、そのほか：福山欣司


